青明舎　フェイスシート

　　　平成19年　4月　30日　担当：清水　博己

	入　所　者
	氏　名　　　柳町　信之　　男・女　　　　昭和３０年１２月　２日生（　５１歳　）

	
	住　所　　　八戸市大字田面木エヒサ沢１－２３三楽アパート　号室　　電話　0178-27-4477

　　　　　　八戸市大字櫛引一日市９７

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	狭心症、蓄膿症

	
	発症時期
	昭和４９年頃（１８歳時）
	罹 患 期 間
	約　　年

	
	入院回数
	　　　　　　回
	延べ入院年数
	約　　年

	医療機関
	　青南病院
	外来受診日
	（週　１回）

	医療区分
	国保
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	年金
	障害基礎年金２級（６．７万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査

	日中活動の場
	小規模作業所うみねこ幸房、ナイトケア、（週1回訪問看護）

	住まいの場
	単身アパート生活

	入所年月日
	
	身長
	160cm
	体重
	　　　　kg

	最終学歴
	青森県立三戸高等学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	Ｓ４７年４月㈱松本鉄工所入社、同月退社

Ｓ５２年10月有限会社三和電装入社　同月退社
	

	保　護　者
	氏　名　　柳町　庄治　　　様　　　　　　　続柄　　兄　　　（同居　・否）

	登録目的

　日常生活で困った事があった際に利用したい。

	入院・治療歴

	昭和50年 春　～　3ヶ月　　　　　　　　　　（八戸赤十字病院：入院）

昭和52年 春　～　3ヶ月　　　　　　　　　　（八戸赤十字病院：入院）

昭和54年7月22日～平成11年 6月 6日     （青南病院：入院）

	生活歴

八戸にて出生。同胞７名の末子、三男。元来、湿好で、内向的で友達も少なかった。高校卒業後蓄膿症で入院した。昭和49年自転車での通院途中、自動車事故に遭い、足の神経が切れた事で、日赤病院に入院し手術した事がある。また、三菱製紙の下請け会社に１ヶ月位勤務するが、仕事が合わない、とやめてしまう。Ｓ４９年の事故以来、幻聴・妄想・不眠・イライラ感が出現。自宅に籠り、無為自閉的な生活となる。S50・S52 に八戸赤十字病院にて入院加療。S54 「テレパシーで知らない人と交信した」等言うようになり、姉に対し「イライラした」との理由で鉈を持って襲い掛かろうとしたり、他人の家に勝手に上がり込んだりしたため、青南病院へ入院となる（S54.7.22～H11.6.6）。退院後は、生活訓練施設青山荘へ入所。外来通院と共に小規模作業所「うみねこ幸房」への通所を行っている。H14.6.4 ナイトケア利用開始となる。現在は単身生活をしながら、作業所・ナイトケアを利用しており、自分の意志を他者に話せるよう訓練している。精神症状は鎮静・安定化しており、服薬に関しても「飲むと安心するんです。」と話している。

	家族構成

[image: image1.wmf] 

[image: image2.wmf] 

[image: image3.wmf] 


[image: image4.wmf] 

[image: image5.wmf] 




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

兄（庄治様）は月１回のペースで本人のアパートへ来て、食料などの差し入れなどをしてくれる、との事。


平成　19年　 4月30日（月）

	氏　名
	柳町　信之　様
	男・女
	生年月日
	昭和　30年　12月　2日（51歳）


	長期目標（中期・短期）

	生活スタイル（日中はうみねこ幸房、夜間はナイトケア）を崩さずに生活を送る。


	これまでの経過（前回評価日　H　　年　　月　　日）

	うみねこ幸房通所　　月曜日～金曜日　週5日、　

ナイトケア通所　　　月曜日～金曜日　週５日

外来週１回

うみねこ幸房

Ｈ１８年夏ごろより、痔を理由に通所はない。週１回うみねこ幸房から本人宅へ電話連絡をしている状況。利用料の支払いの際に幸房職員と面談を持つことにしているが、面談は実施されていない、との事。

ナイトケア

４月より本人からナイトケアを欠席する連絡がないことが多く、ナイトケアより通所の確認について連絡をとっている。 本人へ電話連絡の必要性について説明しているが、「休みでも連絡はしません」と何度も話す。また「他の人と話したくないし、話をする必要性がない」と話す。
外来通院

　定期外来通院は行っている。痔の通院で、高橋医院に通院。

青明舎

　定期訪問はなし。通所していない際の安否確認や、買い物途中に話をする程度。

自宅へ引きこもる事が多くなり外部との接触が極端に減っている。

青明舎の訪問を行うが「（ドアチェーンは）外せません」と話し、ドア越しでの対話となる。現在の状況について確認、痔の通院、青南病院への通院は行っている、と話す。




プラン計画者　氏名：清水　博己

	問題点
	介入方法
	支援期間

	痔の痛みによる、生活リズムの崩れ、引きこもり等による再発の危険
	・痔の状況確認

・家族（兄）へ現状と伝え、家族（兄）から本人へのアプローチを

促す。

・日中の活動場所の再検討（うみねこ幸房からデイケアへの移行）

し、支援体制のネットワークの再構築
	　　１ヶ月
     ヶ月


修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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